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岩手県大槌町の河川水の水質成分と安定同位体比の分布
Distribution of chemical and isotopic components in the stream water of Otsuchi town,
northeastern Japan
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岩手県大槌町は 2011年 3月 1日の巨大津波により壊滅的な被害を受けた。この町は大槌湾に面し、大槌川、小鎚川、
鵜住居川の三河川が流入している。狭い沿岸平野には良質な地下水が豊富で、生活や日本酒、豆腐、サケ養殖などの産
業に利用されてきた。町の復興に向けて、この地下水の賢明な利用が期待されている。地下水の涵養域や流動に関する
基盤情報を得るため、三河川の支流および本流の約 200地点において採水し、それらの化学組成と安定同位体比を分析
した。それらの分布を ARC-GISソフトウェアを用いて解析した。
水の水素と酸素の安定同位体比は日本の河川水に見られる一般的な傾向を示し、沿岸からの距離・高度と共に減少す

るが、重水素過剰値（d値）は山地域に向かって増加している。このことは、山地域では降雪あるいは降水の再蒸発によ
る寄与が大きい可能性を示唆する。ナトリウムやホウ素、マグネシウムの濃度も海岸から山地域に向かって単調に減少
しており、海塩粒子の寄与が水蒸気輸送と関連していることを示唆する。
本地域には、白亜紀の花崗岩および古生代の海成堆積岩類が小鎚川・鵜住居川の上流域に分布する。その他の地域は

ジュラ紀の付加コンプレックスで構成されるが、上流域では玄武岩や超苦鉄質岩、下流域ではチャートが卓越する。スト
ロンチウムの安定同位体比（87Sr/86Sr）は地質と良い対応があり、花崗岩地域で低く（0.705-0.706）。チャートが存在す
る中流～下流域で高い（0.709-0.712）。地球化学的分布が似ている Srと Caの割合（Sr/Ca）が花崗岩地域の河川で高い。
これらのことは Caと Srが主に流域の岩石の化学風化に由来することを示している。しかし両元素をはじめ、多くの溶
存元素の濃度は地質と良い一致を示さないことは、風化過程での元素分別などの他の要因が大きいことを示唆している。
北上地域には金鉱床が多く硫ヒ鉄鉱を伴っているが、本地域の河川水にもヒ素が 2mgL-1以上の地点が局所的に分布し

ており、金鉱床による可能性が高い。いっぽう鉛やカドミウムなどは沿岸域で高いが、濃度は極めて低く、人為影響に
よる可能性は低い。本流河川は上流の影響が強く、支流河川と異なる水質を示す。このことは水質マップの作成におい
ては流域単位が同程度の河川で作成することが望ましいことを示している。沿岸の平野域の地下水は、大槌川、小鎚川、
城山の三流域に識別できたが、今回の河川水の水質マップはこの可能性と整合している。とくに Sr同位体比は三種類の
地下水の識別に有効であり、本沿岸域地下水の涵養域の良いトレーサーとして利用できる。
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